
 

 

 

      
 

『みどり通信 第 122 号（R6.10.21）』 

水土里ネット熊本 

「みどり通信」は、熊本

県農村振興局や市区町

村、水土里ネットなどの職

員の皆さんに、農業・農村

に関する様々な情報をお届け

するものです。 Information 

□巻頭言 

熊本県土地改良事業団体連合会  

事業部長 久保 洋司 

Topics 

熊本県からの情報 

□保全管理に関するシンポジウム 

水土里ネット熊本からの情報 

□森林の学校㏌あさぎりの開催 

□田んぼの学校㏌白川中流域の開催 

 

□イオンモールイベント「熊本の棚田を知ろ

う！」の開催 

□本会の内定式 

Event 

□ 「田んぼダム」新聞広告が２０２４熊日広

告賞を受賞 

□第 2回 通潤橋講演会について 

Magazine 

□「進藤金日子メールマガジン」VOL.88 

□「宮崎雅夫メールマガジン」VOL.61 

Sincec.2013~ 

今回は最後に前回のアンケート結果があります！ 

ご協力してくださった皆様ありがとうございました！ 



 

 

 

       

土
里
ネ
ッ
ト
熊
本
の
事
業
部
の
久
保
で

す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
た
９
月
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
朝
夕
は
過
ご
し
や
す

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
９
月
の
熊
本
市
の
最

高
気
温
の
平
均
は
３
４
．
３
度
で
、
こ
れ
ま
で
で

最
も
高
か
っ
た
２
０
０
７
年
の
記
録
を
上
回
り
観

測
が
始
ま
っ
た
１
８
９
０
年
以
降
、
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。 

こ
の
記
録
的
な
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
、
近
所
の

畑
で
は
、
農
作
物
に
高
温
障
害
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
地
球
温
暖
化
が
進
み
異
常
気
象
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
と
も
に
、
今
後
は
高
温
環
境

に
適
応
し
た
栽
培
体
系
へ
の
転
換
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
近
の
気
候
は
、
気
温
の
高
さ
、
雨
の
降
り
方

が
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
線
状
降
水
帯
の
発

生
、
台
風
の
大
型
化
な
ど
に
よ
り
自
然
災
害
が
発

生
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
常
日
頃

よ
り
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
対
策
な
ど
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
常
点
検
や
定
期
点
検

な
ど
土
地
改
良
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
り

施
設
の
機
能
確
保
と
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
が
図
れ
る
よ
う
引
き
続
き
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

会
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

伴
う
災
害
復
旧
支
援
を
、
９
月
か
ら
１

０
月
迄
の
２
か
月
間
、
職
員
５
名
を
常

時
２
名
の
体
制
で
石
川
県
志
賀
町
役
場
へ
派
遣
し

復
興
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域

の
特
性
や
課
題
に
合
わ
せ
た
支
援
策
を
講
じ
て
、

現
地
確
認
か
ら
査
定
設
計
書
作
成
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

町
の
職
員
は
避
難
所
の
対
応
や
、
罹
災
証
明
書

等
の
発
行
、
生
活
支
援
に
係
る
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
た
め
、
他
県
か
ら
の
派
遣
者
が
災
害
復
旧
を

実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

今
後
も
、
熊
本
地
震
や
令
和
２
年
豪
雨
災
害
等

で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
被
災
地
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
県
内
で
の
災
害
発
生

時
に
も
迅
速
な
初
動
が
可
能
と
な
る
最
新
機
器
の

導
入
やIC

T

技
術
の
活
用
、
人
材
の
育
成
な
ど
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
の
充
実
を
図
り
将
来
を
見
据

え
、
き
め
細
や
か
な
会
員
支
援
へ
繋
げ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

後
に
、
先
日
家
の
中
の
片
づ
け
を
し
て

い
ま
し
た
。
古
い
本
の
整
理
を
と
思
い

数
十
年
ぶ
り
に
本
棚
を
開
け
た
ら
、
福

沢
諭
吉
の
「
学
問
の
す
す
め
」
の
現
代
語
訳
に
目

が
留
ま
り
、
誰
が
置
い
た
の
か
と
不
思
議
に
思

水 

本 

 
最 

熊本県土地改良事業団体連合会 

事業部長 久保 洋司 

巻頭言 



 

 

 

い
、
開
く
と
、
「
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人

の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
と
の
始
ま
り
に
有
名
す
ぎ

る
懐
か
し
い
感
じ
が
し
て
、
さ
ら
に
読
ん
で
い
く

う
ち
に
、
「
進
ま
ざ
る
者
は
必
ず
退
き
退
か
ざ
る
も

の
は
必
ず
進
む
」
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。 

「
現
状
維
持
は
衰
退
す
る
だ
け
、
挑
み
続
け
さ
え

す
れ
ば
必
ず
良
く
な
る
。
」 

「
諦
め
な
い
で
や
り
続
け
る
こ
と
は
必
ず
何
ら
か

の
結
果
を
返
し
て
く
れ
る
。」 

 

失
敗
を
恐
れ
ず
に
「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」
「
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
福
沢
諭
吉
さ

ん
は
こ
の
名
言
で
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
だ
な
と
思
い
な
が
ら

…
…

。 

か
も
、
百
年
以
上
も
前
の
社
会
の
こ
と

な
の
に
、
福
沢
諭
吉
が
大
切
に
し
て
い

た
こ
と
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
共

通
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
志
を
高

く
持
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

た
ま
に
は
、
携
帯
電
話
を
触
る
だ
け
で
は
な

く
、
読
書
も
い
い
な
と
感
じ
た
日
で
し
た
。 

皆
様
も
秋
の
夜
長
に
ゆ
っ
く
り
と
読
書
で
も
ど

う
で
す
か
？
い
つ
も
と
違
う
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
で
は
皆
様
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の

で
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
自
愛
し
て
頂

き
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

熊
本
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会 

事
業
部
長 

久
保 

洋
司 
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保全管理に関するシンポジウム 



 

 

 

02 

令和 6年 9月 25日 水水 に

東京都千代田区のシェーンバ

ッハサボーで、農業水利施設の

保全管理の在り方シンポジウ

ムが開催されました。 

特別ゲストにギャル曽根氏

が招かれ、本会からは会員支援

課長の西が参加いたしました。 

「農業水利施設等の保全管

理の在り方検討会」の中間

取りまとめや、先進的な取

組事例などの報告、農業水

利施設の適切な保全管理の

必要性についてのトークも

行われました。 

   
 

01 

農業水利施設の保全管理の在り方シンポジウム 

農業水利施設の保全管理の在り方シンポジウム 

保全管理に関するシンポジウム 

水土里ネット熊本からの情報 

水土里ネット熊本からの情報 



 

 

 

 
 

水土里ネットからの情報 

森林の学校 in あさぎり 

令和 6年 10月 12日水土 に

あさぎり町で森林の学校 in あ

さぎりが開催されました。 

ハイキングに稲刈り体験や

木工体験でのスツール作り、ミ

ニゲームなど盛り沢山で充実

したイベントとなりました。 

お昼は新米のおにぎりと沢山

のおかずが振舞われ、参加者の子

どもたちはその後に体験したス

ツール作成やミニゲームなども

とても楽しそうな様子でした。 

とても実りあるイベントとな

りました。 



 

 

 

 
 

水土里ネットからの情報 

田んぼの学校 in 白川中流域 

令和 6年 10 月 12 日水土 

に大津町で田んぼの学校 in白

川中流域が開催されました。 

今回は実際に鎌を使った稲

刈り体験や、千歯扱きや足踏

み脱穀機などの日本で昔使わ

れていた農具の体験も行われ

ました。 

子供たちは初めて見る稲

刈りや農機具を楽しそうに

体験し、後半はキャロッピー

とからいもくんも登場して参

加者と記念撮影も行い、お昼

には新米のおにぎりが振舞わ

れました。 

参加者たちは充実していた

様子で「農家さんの大変さが

分かった」、「ご飯に感謝しな

がら食べたい」等の感想を発

表し、学びのある一日となっ

たようです。 



 

 

 

 
 

イオンモールイベント「熊本の棚田を知ろう！」の開催 

令和6年度9月28日水土 、

9 月 29 日水日 にイオンモ

ールで「熊本の棚田を知ろ

う」が開催され、本会からも

田んぼダムのジオラマを出

展いたしました。 

棚田マグネットや手作りの

リースなどのワークショッ

プや段ボール迷路、お米の

重さ当てなど、多くの来場者

が楽しく棚田について学ぶ

場となりました。 



 

 

 

 
 

水土里ネットからの情報 

内定式 

令和６年度１０月１

日に本会で令和７年度

から新規採用となる内

定者の内定式を行いま

した。 



 

 

 

 
 

「田んぼダム」新聞広告が２０２４熊日広告賞を受賞 

を受賞 
令和５年度に熊日へ掲載

した「「田んぼダム」新聞広告

が 2024 熊日広告賞水「奨励

賞」 を受賞しました！ この贈賞式は令和６年 10 月 29 日に開催されます。 



 

 

 

 
 

第 2 回 通潤橋講演会について 
令和6年10月26

日水土 に第 2回「通

潤橋講演会が開催

されます。 

熊本県からの情報 



 

 

 

      
 

■水土里ネット熊本平野南部   

https://kumamotoheiya.com/ 

■水土里ネット熊本市西南ホームページ  

http://midorinet-km.jp/ 

■水土里ネット小川フェイスブックページ 

https://www.facebook.com/ 小 川 町 土 

地 改 良 区 水 土 里 ネ ッ ト - お が 

わ - 979064688835896/ 

■水土里ネット美里ホームページ  

http://misato-midori.net/  

■水土里ネット玉名平野ホームページ  

http://www.tamana-heiya.jp/  

■水土里ネットおおきくホームページ  

http://ookiku.jp/ 

■水土里ネット一の宮ホームページ  

http://www.aso.ne.jp/~itidokai/top.html 

■水土里ネット阿蘇ホームページ  

http://www.aso.ne.jp/~aso-toti/ 

■水土里ネット八代平野北部ホームページ  

http://yatsushiro-heiya.jp/  

■水土里ネット百太郎溝フェイスブックページ  

水土里ネット百太郎溝水百太郎溝土地改良

区 | Yamae-mura Kuma-gun Kumamoto | 

Facebook  

■水土里ネット幸野溝ホームページ  

http://www.kounomizo.jp/ 

リンク一覧 

http://midorinet-km.jp/
http://misato-midori.net/
http://www.tamana-heiya.jp/
http://www.aso.ne.jp/~aso-toti/
http://yatsushiro-heiya.jp/


 

 

 

皆さんのご協力ありがとうございました！ 

  

水土里ネット熊本 

（熊本県土地改良事業団体連合会） 

総務企画課 企画広報係 

みどり通信担当者 

Tel : 096-348-8801  

Fax : 096-348-8011 

https://www.higosanae.or.jp 
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